
開　催　日 平成20年１１月10日（月）　１４：００～１６：00

出　席　者 区民５名・四谷特別出張所長・職員２名・地区協議会担当職員・１名）

①各分科会の報告

②新宿歴史博物館地域連携事業について（打合せ報告）

③アンケート調査について

④その他、地域センター・ひろばとの連絡会、自治基本条例区民検討会議等について

・地域センター・四谷ひろば・地区協議会の連絡会開催について

・１２月の役員会より第３期地区協議会の方向性を検討していくこととした

○第１分科会：２月中旬以降に勉強会（シンポジウム）を開催検討。現在お宝応募は約２０品目

○第２分科会：街探検事業・・・事故もなく盛況に終了。今後の方向性を検討課題としている

　　　　　　　　　育成会あいさつ運動・・・東京都の事例発表会にて発表（１１月２８日都民ホール）

　　　　　　　　　シニア健康体操教室・・・冬期講座の増設を検討中。（体育館はとても冷えるので）

○第３分科会：花いっぱい運動今年度計画分は終了。今後の活動の仕方を検討していく。

○第４分科会：アンケート結果を踏まえたPR誌の作成

　　　　　　　　　スポーツ交流会協働事業の霞ヶ丘町会教室が好評なので増設を検討中

○第５分科会：１１月１４日救命講習会を開催予定（申込者２０名程度）

○まち美化：１１月の活動予定①１２日区民センター前花壇の整備②２５日四谷中学と駅前ガム取り清掃

○歴史博物館との打合せ報告（於：１１月５日　歴史博物館　）

出席者　区民２名、歴史博物館長、学芸課課長、担当学芸員、四谷特別出張所長、協議会担当職員

　　・地域との連携を深めることを目的とする。

　　・月２回程度の打合せ、活動を計画し、３月までに地図を作成する。

　　・ポイントの精査が必要→四谷ならではの特色、四谷が主体となり作成。

　マップ作成に関する案

　　・今後の計画

　　　打合せ場所・・・主に四谷歴史博物館（資料が豊富）

　　　　　　　　　　　　　歴博の夜間の営業日に併せ会議開催の予定（１１月２８日　１２月５日）

１）協議会委員にカテゴリー提案、地図の提案を宿題とする。２）担当学芸委員がスケジュール作成。

　　　※資料提供、文章作成は主に歴史博物館担当。

●意見交換

　・来年度以降も地域のマップ作成を継続したい。→協働事業の発展を期待する。

　・四谷地域住民の視点を大切に→四谷から見た四谷のマップにして欲しい。

　・商店会連合会のPRマップにリンクしていけるよう検討して欲しい。

　　　　　　　　→小田原のように休み処や菓子匠など町全体を博物館に見立てるような方法もある。

　・四谷中学の四谷学にも関連していくのではないか。四谷検定なども検討したい。

　・今後は一部の人が関わるのではなく、多くの方に関わって欲しい。→例　四谷ガイドの育成

②新宿歴史博物館地域連携事業について

打合せ報告と
役員意見交換

四谷地区協議会役員会会議録　　　　　平成20年度第６回

①各分科会報告（特記事項）

報告

特記決定事項

主な議題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キーワード
絵　　・・手書き風　地図を大きく
寺　　・・リストとして掲載（四谷を語るに欠かせない
視点　・・歴史的な価値がなくてもお宝として広く知っていただきたい
　　　　　情報をアピールしたい。　（横丁、商店など）
　　　　　四谷独自の活動として継続も視野に入れたい。
マップの役割り　・・地域の活性化。老舗。裏通りの店
　　　　　　　　　　　　（寛永年間の古地図をかぶせてると移り変わりが見えて
面白い）
カテゴリーの選択　・・優先順位をどう決定するかを検討課題
対象　・・散歩向け、外来者向け・・等



○各分科の意見を集約し概要案を決定した。事務局で内容を整理する。

○会の中で特定の個人が回答すると、データのぶれに繋がるのではないか。

　→正確なデータではないかもしれないが、有効の範疇であると思う。ネットワークを構築することが目的。

○集約作業をして見えてくるものを利用したい。調査結果から要検討部分も現れると思う。

○団体推薦で協議会に所属している人は、是非出席いただきたい。

　→今回のアンケート内容で欠席の際の代理出席の是非を問うのではなく別の形で検討していただけるように

　　お願いしたほうがよいと思う。　　推薦委員には積極的な情報のフィードバックを期待している。

○今後PR広報の役割り分担をどうするのかを考えていただきたい。（各分科会から代表をだすのか？）

●各分科会でも今回のアンケート内容への回答をまとめる。●アンケート案の最終校正は会長、第４分科会に
一任

今後の計画

※各町会には１通づつ会長宛に発送することとする。

●地域センター・ひろばとの連絡会について（提案・決議）

●自治基本条例について（報告）

・前回、条例内容の大きな項目が出されてきた状態・・・・平成２２年素案策定予定（２３年パブリックコメント予定）

・協議会としての意見を反映していくことが今後求められる。（その様な方向性で考えていただきたい。）

・今後地域の特性を活かした概念をどのように盛り込むか根本的な部分を話し合う。

○アンケート結果を踏まえて、第３期を迎える協議会の方向性を検討する。

　四谷地区協議会の組織構成、委員構成、分科会の見直し等　課題を確認する。

・事務局よりスケジュール・検討資料の提示→１月２月の役員会で議論を重ねて新体制を整える。

・来年度の活動支援金は１地区２００万円と決定した。

・その他に新宿区１０地区全体で１００万円が年度途中の活動変更等に備えプールされる。

・新宿自治創造研究所より「新宿区における新たな住民自治のあり方」協議会へ意見交換会開催依頼

→来年第３期改選後に交換会設定依頼をする。

・宝くじ補助金による地域貸出物品の申請について

　アンプ・回転アニマルダーツの購入を申請した。→地区協議会役員会承認

次回日程 　　　　　　　　　１２月２２日（月）　　１４：００～　　四谷特別出張所　会議室

③アンケート調査にについて

提案・報告等

来月の役員会テーマについて

④地域センター・ひろばとの連絡会の提案・自治基本条例策定委員会報告について

意見と計画

その他・・まちづくり活動支援金交付決定額等について（事務局から連絡）

まちづくり活動
支援金交付決
定額について

意見交換会の
申込について

地域貸出物品
の申請につい

て

１１月２０日
アンケート発送

１２月１２日
アンケート回答締切

１２月１７日
アンケート集計

１２月１９日（第４分科会）
アンケートとりまとめ

①理由　新宿区の計画事業（１１２１１０）に示されている通り、地区
協議会活動と地域センター管理運営委員会との連携する仕組みづく
りが求められている。

②内容　四谷地域では、連携を考える仕組みとは別に、情報連絡会と
いう形で、地域の様々な情報を連絡しあう形で開催することが考えられ
ます。よろしければ、地域センター、ひろばの各役員会に話していきま
す。

③協議会見解　地域住民を主体とした活動をしている「協議会」
「地域センター」そして四谷の特色あるコミュニィティ団体「四谷ひろ
ば」が情報の共有化をしていくことは有意義である。
④決議　四谷特別出張所が各団体の調整をとり今年度末、もしく
は来年度初めに第１回の連絡会を開催する内容で承認した。

四谷特別出張
所からの提案

四谷地区協議
会の見解・決議


